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ム ス ク 系香料 の 光照射に よ る活性 酸素生成
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Generation　 of　Superoxide　 Anion　 from　 Musk 　 under

Photoirradiation

Kiyoshi　FUKUHARA ，　Wataru　HAKAMATA ，　Haruhiro
OKUDA

（Na ！ional　Institute　of 　Health　Sciences）

　【目的】Nitrobenzene 誘導体 の う ち麝香 臭 を 有す る

もの は ニ ト ロ ム ス ク と呼 ばれ 、香料 の 保 留剤 、ま
た は 香料 と して 用 い られ て きた 。 しか し、1985 年、
IFRA （lnternational　Fregrance　Association｝は 神経 毒．性 、
光 ア レ ル ギー

の 問題 で 、代表 的 な ニ トロ ム ス ク の

うち Musk　ambrette の 使 用禁 ILま た は 量規制 を勧

告 して い る。活性 酸素 は 遺伝 毒 性 を 引 き起 こ し 、
が んや痴呆等、成 人病発症 0）原 因 に な る と と もに 、
ア レ ル ギー疾患、ア トピー

性 疾 患の 原 因物質 と し

て も注 目 され て い る c 我 々 は ム ス ク 系 香料 の 光 ア

レ ル ギーに 注 目 し、ニ トロ ム ス ク が 光 照射 F、活

性 酸素を 発 生 す る こ とを明 ら か に した の で 報 告す

る。
【方法 ・結果

・結論 】代 表的 なニ ト「ヱ ム ス ク （Musk
xylene 、　Musk 　ketl⊃ ne 、　Musk 　ambrette ）に つ い て 、　BSR
に よ る ス ビ ン ト ラ ッ プ 法 で 活 性 酸 素 の 生 成 を検討
した 。

ス ピ ン ト
．
ラ ッ プ 剤 と し て DMPO を用 い て 、

NADH 存在下、光照射す る と、 ヒ ドロ キ シ ル ラ ジ

カル 付加 体（DMPO −OH ）が検出 さ れ た、、ス ーパ ーオ

キ シ ド消 去 剤 CTiron）お よ び Cata］ase 存 在 下 、同 様
の 実験 を行 っ た と こ ろ DMPO −OH の ピ・一

ク が 減少
し た こ と か ら、本 反 応 で は ス ーパ ー

オ キ シ ドア ニ

オ ン（02
°一
）が 生成 して い る こ とが 示唆 され た。ま た 、

ニ トロ ム ス クは 、NADH 存：在 卜
．
、光照射 を嫌気的

条 件 で 行 う と、二 ト ロ ム ス ク の
一．．

電 子 還元体 の 生

成 が ESR で 確認 され た、　／t 以一ヒの 結果 よ り、ニ ト卩

ム ス ク は 光励起 され る と NADH に よ り ．・
電子 還 兀

され て ラ ジカ ル ア ニ オ ン が 生 成 し た 後 、酸 素に 電
子 を渡し て 02

’．．
を発生 し て い る こ とが 明 ら か と な

っ た。なお 、02
’一

の 生成量は Musk 　ambrette が最 も
多 か っ た。
次 に DNA 切断実験 を検討 し た。そ の 結 果 、二 トロ

ム ス ク は NADH 存在下、光照射す る と DNA 切断
反応 が進 行 し た tt特 に 02b

一
の 生 成量 が 多 い Musk

ambrette が 強 力に DNA を 切断 した。本研 究結果 は

ム ス ク 系香料 の 毒性 を 検討す る ヒで 重要な知 見 で

あ る と考え られ る，，
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｛目的】カ テ キ ン や ケ ル セ チ ン 、レ ス ベ ラ トロ ・一一

ル 等 、分 子 内 に 複数の フ ェ ノ
ー

ル 性水 酸基 を有す

る抗酸化剤 は 効率良 く活 性酸素を消去 す る 。

．・
方 、

こ れ らの 抗酸 化剤は 逆に 活 性酸 素 を発 生 し て プ ロ

オ キ シ ダ ン ト効果 を 示 す とい う報 告 もあ る．我 々

は レ ス ベ ラ トロ ール が Cu （II）存 在 F、活性 酸 素を

発生 し て 酸化的 DNA 損傷を引き起 こ す こ と を 明 ら

か に して きた 。 本研 究で は、フ ・L ノ
ー

ル 性 抗酸 化

剤が 、塩 基性条 件 下 で 活性 酸素 を生成す る こ と を

明 らか に し、そ の 反応機構 に つ い て 詳 細 に 検討 し

た。
【方法 ・結 果 ・結論 】嫌 気性 条件 下 、ア セ トニ ト

リル 中、カ テ キ ン （IH2 ）に メ トキ シ ドア ニ オ ン を 加

える と、対応 す る ジ ア ニ オ ン （12
−

）が生成 し た。分

子状酸 素（02）を導入 す る と、02 は 12
一

に
一

電 了還

元 され て ス
ー

パ ーオ キ シ ドア ニ オ ン （02
°

）が 生 成
した。02

’一
の 生成 は 低温 ESR ス ペ ク トル で確認 し

た 。次 に 本 反 応 を 分 光学 的お よび速度論的に 追跡

し、12
一
か ら O

？
の 電

．
ア移動速度定数（k，T）を 5．8　 x　 10

．2

M
．is ．1

と決定 した 。他 の フ ェ ノー
ル 性抗酸化 剤に つ

い て も 同 様 の 条件 下 で 反 応 を 行 い 、ke， を計算 した 、
そ の 結果、02

’一
の 生 成速度 は 、レ ス ベ ラ ト ロ

ー
ル 〉

ビ タ ミ ン E 誘導体 〉 ケ ル セ チ ン 〉 カ テ キ ン 〉 ル

テ オ リ ン 、ケ ン フ ェ ロ
・一

ル の 順 と な っ た。本 研 究

結果 は 、抗酸化剤 の 遺伝 毒 性 を 検討 す る上 で 重要
な知見 で あ ると考 え られ る。
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